
テクニカル分析における設定をどうすればよいか 

大塚流！ 

損切りで失敗しないＦＸ手法 



テクニカル分析における設定 

 どの分析を使うかに答えがないように、設定に関しても特に問題があるわけで
はない 

 

 一目均衡表などは26日を重視しているが、これは開発された時、土曜日も取引
がされていたことに由来するといわれている 

 ⇒今は土曜日は取引されておらず、22日にすべきとの意見もある 

 

 200日移動平均線かと思ったら、167日移動平均線だった！？ 

 

 



同じUSD/JPY（日足）だが・・・ 



数値設定の基本的な考え方 

 多くの人が見ている（と思われる）数値にするのが無難 

 ⇒デフォルトの設定はそれに近い 

 

 何故200日移動平均線はポイントとなるのか？ 

 ⇒皆がそれを見て取引を行っているからに他ならない 

 

 フィボナッチ数列などは多くの人が知っている 

 

 自分で数値を探し出すことは？ 

 ⇒面倒ではあるが、難しいことではない・・・ただ・・・ 



損切りのポイントとなる数値が異なる場合 

 過去の安値とボリンジャーバンドのポイントが異なった！ 

 ⇒大きな違いでなければ、損失の大きい方を信じたほうが精神的には楽 

 ⇒だましにも対応しやすい 

 

 ポイントとなる数値の違いが大きい場合 

 ⇒損失の小さい方を信じて対応した方が良い 

 ⇒決済したのちにそのポイントを試すかどうかを判断する 




